
 

 

 

昭和 9年度の学事年報です。一年間の学校のあらゆる情報が記載されています。 

こよりで綴られた 14枚の紙は赤い罫線が引かれている B4サイズの原稿用紙で、中央に「横濱市立横濱商

業學校」と印刷されています。表紙には「昭和九年度 學事年報」と筆で記され、「横濱市中区南太田町横濱

市立横濱商業學校」の印が捺されています。南区は今年で区制 80周年、昭和 19年に誕生したので、昭和 9

年当時はまだ「中区」でした。本文はガリ版刷りと思われる印刷で、学校の設備から先生方の待遇、学校の教

育方針や志願者数及び倍率、修学旅行などの状況、就職状況や実業界との関係なども書かれています。 

１，    ２．  

３．    ４．    ５．  

１． 表紙    ２．Y校横濱経済研究所が学内に設置されていたようです。 

３． 便所（トイレ）は浄化装置付き ４．掃除についても書かれています。 

５． 夏休みなどには、百貨店や郵便局でインターン活動を行っていたようです。 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２１ 「 学 事 年 報 」 



 

 

 

横浜市立大学の前身は横浜商業専門学校といって、Ｙ校がルーツとなっています。明治 15年に設立された

Ｙ校の最初の修業年限は 5 ヶ年でした。大正 9年に 7年制となり、大正 9年に本科 5年、専修科 2年制と変

更、そののち昭和 3年に専修科を廃止して修業年限 3年制の「横浜市立横浜商業専門学校」が設立され、

第二次世界大戦後の昭和 24年に「横浜市立大学」となります。 

今回の資料は、昭和 4年 4月に発行された「横濱商業専門學校 校友会誌 第一號」です。Ｙ校生の皆さ

んが作っている「清水ヶ丘」のような文集です。内容はエッセイや詩、戯曲などさまざまで、恋や愛のことを率直に

書いているものも多くあります。 

 

   

Ｙ校アーカイブ vol. ２２「 横濱商業専門學校 校友会誌 第一號 」 

縦 22㎝、横 15㎝ 

厚さ 8㎜ 

文集部分が 79ページ、 

部活動などの紹介ページが 

27ページあります。 



 

 

 

昭和７年の卒業アルバムは、横 27cm、縦 19㎝、厚さ 1.5㎝ほどの大きさで、横長の 37枚の写真が紐で綴

られています。表紙をめくると「横濱商業學校 第四拾六回 卒業記念帖 昭和七年三月」と、右から左に横書

きで書かれています。Ｙ校が男女共学になったのは昭和 24年なので、119名の卒業生は男子生徒ばかりです。  
  

表 紙          中 表 紙 

  戦前から校舎には青いドームがありました   講堂の美澤先生の像はこのころから？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日露戦争後に授けられた大砲の前にいるのは校友会本部メンバー  寄せ書き 

Ｙ校アーカイブ vol. ２３「 卒業記念帖 昭和７年 」 



 

 

 

商業棟の２階の商業研究室入り口前に、昭和２３年度 Y校卒業生のご遺族から Y校同窓会へ寄贈された

「そろばん」が展示されています。 明治時代に使われていた旅枕そろばんは、箱根の寄木細工で作られた小箱

の中に、そろばんだけでなく、ランプのような行灯（あんどん）も収められ、上部には枕になるようクッションがついてい

ます。Y校百周年記念で作られた１００桁のそろばんの長さは１４０㎝近くありました。他にも翡翠（ひすい）で作られ

たずっしり重みのあるそろばん、目の不自由な方のための、珠ではなく木札で作られた視覚障害者用そろばん、中

国やロシアのそろばんや、そろばん店の看板などが展示されています。 

 

 

図書館には明治１１年の「新選珠算精法」や、昭和１２年の「珠算能力検定試験標準問題集」の、先生向

け（御審査用）の印が捺されたものや、昭和１４年の横濱商工會議所主催「第一回商業實務検定試験 珠算

問題集」、昭和２年「珠算界之友」などが所蔵されています。 

  

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２４ 「そろばん」 



 

 

 

昭和５８年（１９８３年）の第６５回全国高等学校野球選手権大会の、新聞の切り抜きをまとめた冊子です。 

Ｂ４版、全４５ページで、ホチキス留めしたものに厚手の上質な紙の表紙を付け、背表紙はテープで仕上げていま

す。 Y校第５５期ＯＢ有志で作成したとあります。 

この年は春の選抜にも出場して決勝戦で池田高校に敗れ、雪辱を果たすべく乗り込んだ甲子園でした。 鹿

児島実業、佐世保工業、学法石川、宇部商業、久留米商業と勝ち進み、決勝戦では１年生で出場した桑

田・清原擁するＰＬ学園に、清原のホームランによって惜しくも敗れ、準優勝となった足跡が綴られています。 鹿

児島、長崎、福島、山口、福岡など対戦相手の地域版の新聞も掲載されています。 

 

  

   

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２５ 「 Y 校球児の活躍 」 



 

 

 

昭和 32年（１９57年）の Y校祭パンフレットです。四つ折りになった紙の中面に、講演などのプログラムが書

かれています。講堂では、「貧乏はなくせるか否か」をテーマに討論大会が行われ、能楽部による「仕舞」や、国

大グリークラブを招いての合唱なども行われていました。演劇研究部や映画研究部、放送部、産業調査部、新

聞部、地理研究部、華道部、弁論部、珠算部、図書部など、現在は存在しない部活動の名前も多く見られま

す。フェンシング部による招待試合も披露されています。 

会場案内図からは、当時の校舎の様子が見て取れます。１階が食堂となっていた講堂は、校舎に抱かれるよ

うに建っていたことがわかります。 

 

 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２６ 「 創立 75 周年記念文化祭パンフレット 」 

校長先生のお言葉に 「Y 校祭は本校の

歴史を回顧するの日でもある」とありました。 



 

 

 

大正１５年の、野球のスコアブックです。ページを開き、最初に書かれているのは「全国中等野球第３回選抜

大会」、大正１５年３月３１日に甲子園で行われた「横濱商業学校 vs 柳井中学校」（現在の山口県立柳井高

等学校）の試合です。 今年、第９６回が行われた春のセンバツの「第３回大会」に出場したときの記録で、天気

は「日本晴」、試合は惜しくも８－０で負けてしまっています。現在の硬式野球部と軟式野球部のマネージャーさん

に見てもらったら、二人とも「今と違うところもあるけれど」と言いながらも「これはピッチャーゴロでワンナウト…」など

と、丁寧に解説してくれました。 

このスコアブックの発行元は美津濃運動用品株式会社、横長の A4版で、定価は７０錢です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本牧中学は横浜高校の前身で、巨人軍入団第２号の苅田の名前が見られます。 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２７ 「 ベースボール スコアブック 」 

早稲田実業や慶應商工部、慶應普

通部、関東学院、神中（現在の希望ヶ

丘高校）、本牧中学、浅野綜合中学、

鎌倉師範、貿易商業、甲府商業などと

の２６試合が書き込まれています。 



 

 

 

 

大正６年に卒業された方の、卒業證書です。 

大きさは、縦３５㎝、横４５㎝です。 

個人名が書かれているので名前の部分は伏せましたが、名前の前に「神奈川縣平民」とあります。 

Ｙ校アーカイブ vol.20で出した「生徒手帳」にも「身分」という欄があり、「平民」と書かれていました。広辞苑によ

ると、「平民」とは「官位のない普通の人民、庶民」で、1869年（明治２年）に設定された族称のひとつであり、

1947年（昭和 22年）に廃止、とありました。 

校名の下にはＹ校初代校長の美澤進先生の名前が見られます。美澤先生は、明治１５年の開校時より、大

正１２年に亡くなられる日までの４２年間にわたり、Ｙ校の校長を勤めあげられました。講堂の白い像の、長いあご

ひげの美澤先生が、おそらく直接その手で卒業生に渡した卒業證書を前にして、身が引き締まる思いです。 

 

 

 

 

 

 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２８ 「 卒 業 證 書 」 



 

 

 

横浜市立大学のルーツはＹ校にあって、昭和３年に設立された「横浜市立横浜商業専門学校」（通称・Ｙ専）

でありますが、設立年度の前年である昭和２年３月１９日の日付が付いたＹ専の卒業アルバムが存在します。 

表紙の裏に「昭和二年三月十九日 専修科第一回卒業者 〇〇〇〇（寄贈者個人名）外十二名ヨリ寄

贈 昭和二年四月十一日受領ス」と記載されています。 

大きさは縦２３．８㎝、横３３．８㎝の横長で、４．３㎝の厚みがあり、紐で綴られています。  

表紙をめくった１枚目には大正１４年に亡くなられたＹ校初代校長の美澤進先生の写真があります。ほかに校

舎の写真や集合写真、授業の様子などで構成された前半の写真は１１．４㎝×１５．２㎝の大きさです。厚紙に

貼られた写真に、黒い紙の枠がついています。後半は８．２㎝×6ｃｍの縦長の小さめの写真におさまった先生方

の写真が１８名分、１０．３㎝×７．４㎝の少し大きめの個人写真の１４名は全員卒業生のようです。昭和９年に

発行された「Ｙ校同窓會會員名簿」の昭和２年のページに（専修科 總員十四名内物故者一名、商業學校總

員五十七名内物故者八名）とあり、この「専修科」に記載されている名前と、アルバム写真の名前とが一致しま

す。 

 

 

 

 

   

コメントはすべて英語で書かれています 

  

 Ｙ校アーカイブ  vol. ２９ 「 Ｙ専 第１回卒業アルバム 」 



 

 

 

明治４４年９月３０日に発行された「校友會雑誌」第１１號を紹介します。 いまＹ校で発行している「清水ヶ丘」

のような冊子で、大きさもほぼ同じです。 阪谷芳郎男爵の演説録から始まり、論説、雑録、英文欄、そして生徒

が寄せた気ままな文章や部活動の記録、学校の沿革、軍事練習の詳細な記録まで、充実した内容が１５６ペ

ージにわたって掲載されています。 

  

   

 

 Ｙ校アーカイブ  vol. ３０ 「校友會雑誌」 

男爵の阪谷芳郎氏は、大蔵大臣や国会議員、専修大学総長などを務めるなか、多くの学校に関わっていたことが

知られています。 講演を速記にて記録していたことも、最近にはないことで新鮮です。 

 


